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【要  旨】  
背景：先天性心疾患を合併した 22q11.2 欠失症候群における低カルシウム血
症の頻度と危険因子について検討を行った。  
対象及び方法：当院の先天性心疾患を合併した 22q11.2 微小欠失症候群の
うち、新生児期または幼児期に最低１回血清カルシウム値が測定され、かつ２
０歳以上の 16 例を対象とした。過去の診療記録より低カルシウム血症の初発
年齢、臨床経過、心臓手術時期や合併奇形との関連について検討した。                                                                                                        
結果： 16 例中 10 例（ 62.5%）で低カルシウム血症を認めた。初発時期は新
生児期で１例、幼年期で３例、学童期で２例、思春期で２例、成人期で２例で
あった。心臓手術後に、 2 例に持続性、 3 例に一過性の低カルシウム血症を認
めた。胸腺欠損が低カルシウム血症と関連する傾向を認めた。  
結論： 22q11.2 微小欠失症候群の低カルシウム血症は小児期では軽症で一過
性であるが、成人期の再発もあり注意が必要である。胸腺欠損症例や、心臓手
術などの身体ストレス下では、定期的な血清カルシウムの測定が勧められる。  
